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◆トップステートメント 

 

 

2019 年 1 月 24 日 

代表取締役社長 

 

 

 

国連の提唱する人権、労働、環境および腐敗防止

に関する普遍的原則である『国連グローバル・コン

パクト』に、当社は 2011 年 1 月から参加していま

す。 
社内外での積極的なＣＳＲ活動の取り組みを通じ

て、グローバル企業として責任ある経営を推進し、

持続可能な社会づくりに貢献してまいります。 
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人権 

企業は、 

原則１：  国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、 

原則２：  自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである。 

労働基準 

企業は、 

原則３：  組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、 

原則４：  あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、 

原則５：  児童労働の実効的な廃止を支持し、 

原則６：  雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。 

環境 

企業は、 

原則７：  環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、 

原則８：  環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、 

原則９：  環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである。 

腐敗防止  
企業は、 

原則 10：  強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである。 

 

◆グローバル・コンパクト１０原則 
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会 社 名 原田鋼業株式会社 

本   社 
広島県福山市大門町 5 丁目 6-35 〒721-0926 

TEL. 084-941-3111（代表） FAX. 084-941-1312 

資 本 金 3,000 万円 

創   業 昭和 20 年 10 月 

設   立 昭和 41 年 8 月 6 日 

年   商 60 億 5,109 万円（52 期） 

代 表 者 
代表取締役会長 原田 弘人 

代表取締役社長 原田 憲太郎 

従業員数 120 名（グループ合計） 

グループ 

福山倉庫運輸株式会社 

スチールプロ株式会社 

有限会社クリーンライフ 

◆会社概要 
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◆２０１８年度活動の基本方針 

国連グローバル・コンパクトへの支持を表明

して８年目である本年度は、4 分野すべてにお

ける実践的活動を目指すと共に、関連するステ

ークホルダーへのグローバル・コンパクト支持

の呼び掛け、及び１０原則に沿った会社運営と

社員の意識レベル向上を図る。 
 また、２０１１年度から取り組んできた「身

近で誰もができる活動」の幅を無理のない範囲

で広げていくとともに、その活動そのものの定

着を目指す。 
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本年度の活動目標・内容 結果と評価 来年度の活動目標・内容 
国籍、性別、障害者な

どに対する差別、偏見

の排除 

性別による偏見排除のない人

事考課の基準作りと、能力、適

性に応じた職務、役職、ポスト

への適正配置の仕組作り 

○ 

本年度は、女性の係長昇進者が１名誕生。現在、退職者に

よる増減はあるものの課長職１名、係長職６名で、女性社員

の１２名中７名が役職者として勤務。 

継続して、性別による偏見のない人

事に取り組むとともに、能力、適性に

応じた職務、役職、ポストへの適正配

置の仕組作りを目指す。 

経理担当以外で初めて女性総合職が誕生。得意の語学力

を生かし、アジア各地のブランチへの出張もこなし、その能

力を発揮中。 

男女の区別のない、能力と適性に応じた人事に対する新た

な試みとして、社内の意識改革に寄与。 

評価基準の見直しと評価者へ

の教育 

○ 

筆記試験、実技試験の標準化と複数の試験官による評価

と、評価者同志の意見交換による適正評価の仕組作りを継

続中。 

評価の基準も募集する職務に応じた形での改良が行われて

きた。 

今後も継続して、評価基準の見直し

と評価者への教育を進めていくこと

で、採用における不公平の排除を目

指す。 

世界の子供たちが安

全で健やかに育つ環

境づくり支援 

マラリア撲滅運動への参加 

 

エコキャップ運動への参加 ○ 

僅かながらの支援であるが、毎年継続して募金活動を行うこ

とができた。この支援活動も日常生活の中に定着し、個人の

意識にも変化が現れ始めた。 

参照：「その他の活動報告（世界の子供たちのために）」 

今後も継続して、支援活動を行って

いく。 

 

◆人権分野に関する活動報告 
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本年度の活動目標・内容 結果と評価 来年度の活動目標・内容 
役職、職能レベルの基

準作りと教育の仕組み

作り 

個人別でのキャリア育成を目

的とした長期的な教育の仕組

み作り 

△ 

キャリア育成を目指し、外部研修を含む技能講習等の受講

を計画し、運用することができた。 

今年度は、「自己申告シート」の形で、社員個々のキャリア

等を含めた将来への希望や目標等についての調査を実施。

この結果を踏まえ、人事異動や自己啓発支援等の施策を検

討中。長期的な人材育成と、それに応え得る職場環境の整

備のスタートを切った。 

継続して、個人別でのキャリア育成を

目的とした教育の仕組み作りと生涯

キャリアの視点に立った教育の仕組

みを目指す。 

従業員の多様性の尊

重 

経験と年齢に応じた働きやす

い環境作りと遣り甲斐の持てる

仕事の提供 ○ 

今年６５歳で入社された社員が加わり、６０歳を超えた雇用

者は９名。現在、６０歳代６名、７０歳代３名。中でも最高齢

の社員は、２０１９年１月で８０歳を迎えられるが、現在も現

役社員としてとしてご活躍中。 

継続して、単に高齢者の雇用に止ま

らず、その経験と年齢に応じた働きや

すい環境作りと遣り甲斐の持てる仕

事の提供を目指す。 

働きやすい環境の整

備 

子育て、介護に対する支援制

度整備と運用の仕組み作り 

○ 

子育て支援の一環として、実状にあった勤務時間帯の変

更、子育てのための半日単位での有給休業制度を導入して

５年。社員間の相互扶助の仕組作りも含め、会社を上げて

の子育て支援に取り組んでいる。 

継続して、働きやすい環境作りとその

効果的な運用を目指し、制度の周知

とその活用を促していく。 

特に、健康管理面では、メンタルヘル

ス対策にも力を入れ、アンケートの実

施等、その仕組み作りと効果的な運

用を目指す。 
健康管理のための補助制度運

用 
○ 

本年度も、保険適用外であるインフルエンザ予防接種の費

用補助として、半額を会社負担とした。 

また、職場環境に対する「社員相談窓口」と併設で、医療機

関の紹介も始めた。 

職場環境に対する問題点、要

求事項の吸い上げと対応の仕

組作り 
△ 

総務部門では「社員相談窓口」としての機能を PR 中。 

現業部門では、自己評価の仕組みとして使用している「自己

チェック表」という様式の中に、職場の問題点や要求等を自

由に記載する欄を設け、現業部門と総務部門が一体になっ

ての対応を実施中。 

 
 

◆労働分野に関する活動報告 
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本年度の活動目標・内容 結果と評価 来年度の活動目標・内容 
輸送効率の５％アップ 合い積みが可能な配送先の確保

と配送ルートの見直しで配送効率

のアップ 

エコ運転の励行 

○ 

2016 年、2017 年と横ばい状態にあったが、配車計画の

精度を上げる活動により、燃料１ℓ 当りの配送距離は昨

年比１．８％アップ、１ℓ 当りの配送重量は昨年比０．８％

アップと改善された。 

継続して、合い積みが可能な配送先

の確保と配送ルートの見直し、及び

的確な配車計画の運用で、配送効率

の向上を目指す。 

梱包資材のムダ削減

とリサイクル 

梱包用木材の回収率アップと再利

用促進 △ 
梱包用木材のリサイクル活動も定着したためか、生産ト

ン数当たりの木材消費量は横這い状態。 

継続して、お客様への協力を呼びか

け、リサイクル促進を図るとともに、

自社内でも廃材の有効活用やムダ

排除を進めていく。 再利用時の選別基準明確化 
○ 

昨年設定した、用途、客先に応じた再利用時の選別基準

を活用して選別し、安全確保も図ることができた。 

 
＜輸送効率の５％アップ＞ 

 

＜梱包用木材のリサイクル＞ 

 

 

 
 

○合い積み配送の促進と配送ルートの見直し 

 トレーラー導入直後に下がった「軽油１ℓ 当たり配送重量」、「軽油１ℓ 当たり走行

距離」ですが、この３年は安定して横ばい状態でしたが、今年は年平均で僅か１％

弱ですが改善されました。 

 如何にトレーラーを効率よく回転させるか、また、如何に効率の良い配車計画を立

てるか、この点に重点を置いた改善活動を進め、トータルでの輸送効率アップを目

指していきます。 

○エコ運転の励行 

 添乗指導、タコグラフでのチェックなどの個別指導等、地道な活動を継続していま

す。 

 ○梱包用木材のリサイクル 

 2016 年より始めた、工場用木材の工場内一か所での保管により、在庫木材

の管理も向上し、木材へのダメージを減らす活動と相まって、再使用回数も確

実に増加しています。 

 2018 年は、本社工場増築工事も完了し、加工量も増加してきました。 

 2019 年度では、梱包用木材の加工施設を設置する予定です。 

 これを機に、壊れにくい井桁スキットの製作とその取扱い方法の改善を進

め、更なる再利用率アップを目指しています。 

◆環境分野に関する活動報告（その１） 

以前の工場内での置場 

 

梱包用木材置場 

 

以前の工場内での置場 
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本年度の活動目標・内容 結果と評価 来年度の活動目標・内容 
工場全体として

の生産効率向上

と無駄なエネル

ギー消費削減で

省エネ工場実現 

クールビズ、ウォームビズ 

無駄な照明、待機電力等の削減 ○ 
日常業務の中での電力削減活動は定着。古い電気機器

の省エネタイプへの変更にも着手し、電力削減に寄与。 

今後も継続して、省エネ活動、生産

効率向上活動を進め、省エネ工場実

現を目指す。 第７工場への生産集約、作業効率の改

善、再生可能エネルギーの活用で加工

重量当たりの購入電力 30％の削減 
○ 

太陽光発電の導入完了。加工重量当たりの購入電力量

は３４％削減。 

但し、加工重量当たりの購入電力量は横ばい状態。 
 

無駄な電力の削減 

 

＜省エネを目指した工場＞ 

 

 

 

○クールビズ＆ウォームビズ 

 エアコンの温度設定は当然。サーキ

ュレータ、扉の開閉、ブラインド及び遮

光フィルム活用で太陽光調整等々。 

 冷暖房効果を高める活動も継続し

て行っています。 

○無駄な電力削減 

 無用な照明、装置類の電源ＯＦＦ。 

 待機電力削減に加え、省エネ機器

導入も徐々に進み、少しずつですが、

電力削減に寄与しています。 

 ○７工場増築工事完成と更なる省エネ化 

 2018 年 2 月に第７工場増築工事が完了。社員全員が望んでいた「広い材料・製品の保管スペース」、「効率の良い作業

スペース」、「物流を考慮したトラック搬入出スペース」の確保を目指した工場の完成です。 

 また、７工場の屋根に太陽光パネルを設置し、5 月 21 日より発電を開始。従来から取り組んできた高効率な設備導入に

加え、「再生可能エネルギーの活用」という新たな方法での環境問題への取り組みを始めました。 

 この太陽光パネルには太陽光の遮熱効果もあり、夏場高温になる工場内の作業環境改善にも役立ち、快適な工場作り

に一役買ってくれています。 

 発電開始の 5 月から 12 月までの総発電量は 232MWh で、2017 年の年間消費電力 658MWh の 35％の発電量に相当し

ます。稼働時期が夏場の好条件であったこともありますが、気象条件さえ揃えば年間の電力消費量の半分近くを太陽光発

電で賄えることになります。 

 太陽光発電での電力は余剰売電という仕組みで運用していますが、購入電力量の視点で言うと、今まで横這い状態であ

った加工重量当たりの購入電力は、2017 年 7.42 kWh /t に対して、2018 年は 4．90 kWh /t と激減しております。 

 今後は、個々の省エネ活動と作業の効率化を進めることで、更なる省エネ工場を目指していきます。 
  

◆環境分野に関する活動報告（その２） 

 クールビズ 
 ウォームビズ 

遮光フィルム活用 

 

完成した第７工場増築工事 

 

工場の消灯 

 

事務所の消灯 

屋根全面に設置された太陽光パネル 

太陽光パネルでの発電量推移 

加工重量当たりの購入電力(kWh/t) 
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本年度の活動目標・内容 結果と評価 来年度の活動目標・内容 
官公庁等の入札に関

する談合への関与禁

止 

入札への積極的参加の姿勢を

示すことにより、業界内での不

当な価格操作を排除 
○ 

件数は少ないものの、入札物件に対する直接応札を行うこ

とで、当社の姿勢を業界内に示す活動を継続中。 

業界内での公正な競争が行われる下地作りを推進中。 

継続して、この活動を進めることで、

談合等の腐敗防止を目指す。 

得意先や仕入先との

適切な関係 

仕入先への情報提供と協議の

場を設けることで、健全なサプ

ライ・チェーン構築 
○ 

苦情、クレーム等を含む顧客要求について、仕入先、外注

先との情報共有を図るとともに、意見交換の場としての定例

会議を開催。 

2018 年度は、運賃を中心とする諸経費の高騰に対し、発注

方法等の改善で外注先と協力しての生産の効率化を図り、

コストアップを最低限に防ぐことができた。 

継続して、仕入先への情報提供と協

議の場を設けることで、健全なサプラ

イ・チェーン構築を目指す。 

交際費等の明確化による社内

自浄活動の推進 
○ 

以前からあった事前申請の仕組みを徹底させることで、社員

への意識付けには役立った。 

継続して、啓蒙活動を行うことで、強

要や贈収賄の発生しない土壌を維持

していく。 

 

◆腐敗防止分野に関する活動報告 
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イベント 公園の環境保全  災害復旧支援 

福山城写生大会後援  仲富池桜公園の植樹と剪定  平成３０年７月豪雨災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲富池桜公園は、当社の本社所在地である福山市

大門町にある公園で、桜の名所となっています。 

この桜は、当社の初代会長、原田靖夫が、地元の

方々に喜んでいただければと、ため池の周りに桜の木

を植えていったのが始まりです。 

当社では、この初代会長の意思を尊重し、地元の皆

様に愛される公園造りの一助との思いから、剪定作業

や植樹など、できる範囲でのお手伝いを続けておりま

す。 

現在では、その時の木々も老木と呼ぶに相応しいも

のになっています。しかし、桜は病気や剪定などの影

響を受け易い弱い木です。 

これからも専門家の協力を受けながら、緑化運動、

地域美化活動を続け、美しい公園を作っていくととも

に、この活動が地球温暖化防止の一助となればと願っ

ています。 

 今年 7 月 6 日から 8 日にかけて、西日本全域を襲った集中豪

雨。我々の住む広島県も甚大な被害がでました。 

 社員の中には、個人レベルで災害ボランティア活動に参加する

者もいました。また、部署によっては、被害に遭われた取引先へ訪

問し、飲料水、タオル等のこまごまとした物資調達のお手伝いをさ

せて頂きました。 

 全社的には、9 月 22 日に災害復旧支援ボランティア活動に参加

させて頂いております。2 ヵ月も過ぎてからと思われるかもしれま

せんが、これは、2014 年の広島土砂災害支援活動での経験から

そう決めました。 

 災害後 2 ヵ月を過ぎたころから、一般参加のボランティアの方が

少なくなるため、人手が足らなくなることを知っていたからです。 

 やはり、目立つところの復旧はある程度進んでいましたが、ご自

宅の床下などは、未だ手つかずと言ってもよい状態でした。 

 微力ながら、社員一丸となって、家屋や排水溝にたまった土砂の

かき出しなどに従事させていただきました。 

 被害に遭われた皆様には、この場をお借りして、謹んでお見舞い

申し上げます。 

当社の会長が代表を務める「明るい福山を考

える会」の主催する「福山城写生大会」も、今年

で第１３回を迎えました。 

 昨年に続き、今年も天候に恵まれ、220 名を超

えるお子さんに参加頂きました。 

 毎年のことですが、子供たちの真剣な目つきで

絵を描く姿や、描き終えて元気いっぱいの笑顔

で走りまわる姿を見ると、今年も写生大会を開

催してよかったと思っています。 

 

◆その他の活動報告（地域貢献を目指して：その１） 

災害直後の様子 

 

土砂取り出しに 

 受付風景 

写生風景 

桜満開の公園 

 
 

表彰式・展示会 

剪定作業 

屋内の片付に 全員集合。さあ頑張るぞ！ 
剪定作業 
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スポーツ活動 

＜卓球部＞ 

 

＜フットボールクラブ＞ 

 

 

＜剣道倶楽部＞ 

日本卓球リーグ２部優勝  中国リーグ 6 位 初の全国大会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

昨年の日本卓球リーグ前期大会では２部降格となりましたが、後期大会では２

部１次リーグＡブロックで優勝。順位決定戦で２位となり、入替戦に勝って１部復帰

を果たすことが出来ました。 

来年の前期大会は、再び１部での戦いです。 

１部では、リーグ戦７試合の内、１試合を地元福山で開催することができます。 

このホームマッチは毎年恒例のようになっており、地域の愛好家や学生達も楽し

みにしておられます。今年も多くの方が、応援に来て下さり、声援が選手の力とな

りました。 

残念ながら、１部の壁は厚く、今までホームマッチで勝利したことがありません。 

2019 年こそは、ホームマッチでの初勝利と、1 部残留を目指し、部員一丸となっ

て練習に励んでいます。 

本社のある大門地区出身者を募ったことから

始まったチームです。 

徐々にですが、チームの戦力も整い、昨年、

念願の中国リーグへの昇格を果たすことが出来

ました。 

 厳しい戦いが待っていると予想はしていました

が、結果は６勝 10 敗２分で、１０チーム中６位。 

 チーム全員が普通の会社員。決して恵まれた

環境での練習とは言えませんが、2019 年は、上

位を目指し、猛練習に励んでいます。 

例年の西日本勤労者剣道大会、広島県

実業団剣道大会に加え、今年は初めての

全国大会、全国青年剣道大会に参加するこ

とができました。 

試合の結果よりも、全国の剣道家と試合

できたことが、部員に大きな刺激になったよ

うです。 

部員たちによる子どもたちへの指導や、

試合の審判など、地域に根付いた活動もす

っかり定着したようです。 

 

◆その他の活動報告（地域貢献を目指して：その２） 

全国青年剣道大会にて 後期日本卓球リーグ 中国サッカーリーグ 

 

シングル戦 

 

ダブルス戦 

 

後期リーグの試合風景 

前期リーグホームマッチ 
（弊社体育館にて開催） 

 

ゴール前で 

 

中盤で 

 

西日本勤労者剣道大会 

 

広島県実業団剣道大会 



 

- 14- 

 

 

マラリア撲滅運動への参加 
「JCI Nothing But Nets キャンペーン」 

 

エコキャップ運動への参加 

  

国際青年会議所と国連基金との共同事業の一つである「JCI Nothing But Nets キ

ャンペーン」に、当社も参加しています。 

写真のような自動販売機で飲料を買うと一定金額が寄付され、殺虫剤処理された蚊

帳がアフリカに送られるという仕組みです。 

２０１２年３月より、この自動販売機を本社、大阪支店、東京支店の３箇所に設置し

ました。 

社員や近隣の方の協力もあり、義援金も 2012 年 33,796 円、2013 年 52,913 円、

2014 年 57,254 円、2015 年 57,492 円、2016 年 59,577 円、2017 年 59,593 円、2018 年

55,230 円と、継続して寄付することができました。 

２０１２年から始めたばかりのエコキャップ運動ですが、本社及び各支店に回収 BOX

を常設するとともに、会社のイベント等では会場に回収 BOX を設置。来訪された方々

へも協力の呼び掛けを行って参りました。 

最近では、わざわざ当社にキャップを持って来てくださる方も増えてきました。 

皆様のお蔭で、始めた 2012 年に約 2,800 個でしたが、翌年には約 3,500 個、更に約

3,800 個、約 3,900 個、約 4,500 個、約 4,600 個と徐々にではありますが増え、2018 年

は猛暑の影響もあり、約 5,200 個にまで達しました。 

 

◆その他の活動報告（世界の子供たちのために） 

事務所で 

 

 

 

イベント会場で 

本社 大阪支店 東京支店 

 

家庭で集めて 
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各地の青年経済人へ SDGs の呼びかけ 
（台湾・インドネシア） 

 

 ２０１８年はアジアの２か国において、弊社社長が青年経済人向けにグローバルゴールズの啓蒙活動を実施しま

した。 

４月２８日は台湾・桃園市において、２９日は同・基隆市において、又、１０月２日にはインドネシア・メダン市におい

て、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とグローバルコンパクトについて講演し、世界の全ての人が平和と豊かさを享受

できる持続可能な社会を実現するための普遍的な活動を呼び掛けています。  

 

 

◆その他の活動報告（世界への働き掛け） 

インドネシア会場の皆さんと 

インドネシア会場にて 

台湾会場の皆さんと 

台湾会場にて 台湾会場にて 


